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）

(単位：千円)

＜事業に関する説明＞

予算分析 臨時経費

  7．地区計画推進事業

平成２０年度　一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）

施　　策

05-01-03-10-10施策体系ｺｰﾄﾞ

 している。

 　地区計画の適正な運用を行うことにより、地区の特性を活かした

 住環境の保全が図られる。

一般財源

300 

 敷地や住宅の現況調査を行います。　

 

 　住民が進める地区の特性を活かしたまちづくり活動を推進するた

 め、都市計画法に基づく地区計画を都市計画決定し、その適正な運

 用をする。

 

 

 

 

 　平成19年3月末現在、16地区（約 398.64 ha）の地区計画を決定

 

 

（見積についての特記事項）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事業実施上の問題点）

 　地区計画制度を活用した住民が進める地区の特性を活かしたまち

 づくり活動に対して技術支援や情報提供などの策定支援を行う。ま

 た、策定された地元案に基づき、地区計画の都市計画決定手続を行

 う。なお、決定された地区計画の適正な運用管理を行うため、平成

 20年度は井野東地区の地区計画の手引書を印刷し、関係権利者へ配

 布を行う。

 

（事業の効果）

 

 

（事業実施に関する根拠法令）

款

項

目 担当課･係  まちづくり計画課

 

 

 

 

  7．土木費                                  事 業 名

細事業名

 

財源内訳

（事業の説明） （事業の目的）

実
施
計
画
の
内
容

 【地区計画策定支援に関する業務】

（前年度からの見直し点）

0 

単独事業

要 求 額 300 

継続事業

  3．都市計画費                              

  1．都市計画総務費

(歳　出)(歳　入)

 支援を行います。また、実情に合ったルールづくりができるよう、

（執行課：

（実施計画における事業の概要）

決　　定

要　　求

 　地元案の立案や、関係権利者の合意形成が図れるよう、その地区 1,080千円 平成18年度～平成22年度

 多彩なふれあいが広がるまちづくり／地域の個性を活かした魅力あるまちづくり／地区計画制度を活用したまちづくりを

183-1事業番号

 にお住まいの方や推進組織に対し、技術支援や情報提供などの策定

決 定 額

年度別事業費

総事業費 事業期間

0 600 300 

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

180 0 

(佐倉市）


